日本語のタイトル（ゴシック太文字14pt）

―副題―(ゴシック太文字12pt)
English Title (Times New Roman12pt  実質語は大文字はじまりとする。英文副題を付ける場合は、表題の最後に「:」(半角コロン)を付け、次の行に副題を入れる。)
氏名（共同の場合は氏名と氏名の間に「・」）(明朝12pt 名字と名前の間に半角スペース)

NAME Name（共同の場合は氏名と氏名の間に「,」）(Times New Roman 12pt 名字は大文字)
所属(明朝11pt)
英文所属名(Times New Roman 11pt)
Abstract: Times New Roman 11pt (英語で 100語程度。句読点は「,」「.」で統一)
Sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample.

キーワード：＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊（日本語で5つ以内）

1. 本文の書式について

　章のタイトルを記載する際には、タイトルと章番号の後のピリオドとの間に半角スペースを入れてください。

　原稿はA4用紙で2枚分お書きください。

　本文は明朝体11pt、英数字はTimes New Roman11ptです。日本語の場合、句読点は「、」「。」で統一してください注1。

1.1　節タイトル見本
節番号とタイトルの間に全角スペースを入れてください。節と節の間には一行分のスペースを入れても、入れなくてもかまいません。
1.2　節タイトル見本
1.2.1　節タイトル見本

これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。
1.2.2　節タイトル見本
これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。
2. 図表について

図表は表1、図1のように通し番号をつけてください。図の場合には番号とタイトルを図の下に、表の場合には番号とタイトルを表の上に記載してください。

図1 タイトル見本（ゴシック9pt）

これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。
表1 タイトル見本（ゴシック9pt）

	表の見本です。
	
	

	
	
	

	
	
	


3. 引用と文献について

本文中の引用と参考文献リストを全て過不足なく一致させてください。綴りや刊行年が一致していることも確認してください。

参考文献リストの並び順は、日本語の文献と外国語の文献とを分けて、日本語文献、外国語文献の順に記載してください。

日本語の文献は第一著者の姓の五十音順に、外国語の文献は第一著者の姓のアルファベット順に配列させてください。

和文や漢字表記の文献の場合、文献の書名・雑誌名に『』を付け、英語表記の場合は書名・雑誌名をイタリック体にしてください。

参考文献のページ数を記載する場合には、「pp.」を入れてください。

4. 見本

これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。

4.1　節タイトル見本
これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。
4.2　節タイトル見本
これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。

5. 見本

これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。

5.1　節タイトル見本
これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。
5.2　節タイトル見本
これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。

注（明朝9pt）
注1　本文中で、特に解説を要する箇所には、右肩に注番号を上付き処理で入れる。

付記（明朝9pt）
本研究は○○○○○○○○○○○○○として行われたものである。
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図の見本です。








